
②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　正しい着用の徹底

④「夜間走行中の原則ハイビーム」の徹底及び　　
　「反射材の効果的な着用」の推進

③飲酒運転の根絶

○ 登下校時間帯の通学路で、 児童・生徒に交通安全
指導と保護・誘導活動を行いましょう。

○ 子供や高齢者を交通事故から守る意識を高める
ように、 地域や職場ぐるみで積極的に交通安全
活動を推進しましょう。

○ 子供とその保護者、そして高齢者は、交通安全教
室等に積極的に参加して、交通ルールやマナー
を学び、安全な行動を身につけましょう。

　本運動は、広く県民一人ひとりに交通安全意識の浸透を図り、交通ルー
ルの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けて交通事故防止の徹底を
図ることを目的とします。

運動の目的運動の目的

運動の重点運動の重点
①子供と高齢者の交通事故防止

など、乗車している全員が被害を受ける危険性が高くなります。など、乗車している全員が被害を受ける危険性が高くなります。

シートベルトを正しく着用しないと

　飲酒運転の危険性を十分認識し、 飲酒したら絶対ハンドル
を握らないようにしましょう。　
　飲酒運転による事故の悲惨さと責任の重さを話し合
い、 家族ぐるみで飲酒運転を根絶しましょう。　
　飲酒運転の悪質性や危険性を呼びかけ、絶対に飲酒運
転を許さない環境づくりを促進しましょう。

運転者は

　早めにライトを点灯し、夜間、先行
車や対向車等が無いときは、原則ハイ
ビームで走行し、歩行者等の早期発見
に努めましょう。
　明るい服装で反射材を着用しま
しょう。自転車はライトを早めに
点灯し、交差点では一時停止し、左
右の安全確認を徹底しましょう。

運転者は

歩行者と
自転車
利用者は

職場や
地域では

家庭では

・車内で全身を強打する
・同乗者と衝突する
・車外に放出する

※平成29年9月末現在、自
動車乗車中の交通事故死
者27人中13人がベルト
非着用

免許取消し
懲役5年以下など

■酒酔い運転 免許取消し又は停止
懲役3年以下など

■酒気帯び運転

■車両提供 ■車両同乗 ■酒類提供

ハイビームで、見えない危険を照らし出せ！


